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Solar Wind Disappeared 期間直後に北海道で観測されたＳＡＲアーク

Stable Auroral Red Arcs Observed in Japan After the Interval of Solar Wind Almost
Disappeared
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１９９９年５月１０－１１日は太陽風が非常に弱くなり、

Solar Wind Almost Disappeared Event として集中的に

研究されている。この直後、１２－１３日は逆に太陽風密度が

１０個以上と非常に強くなり、弱い磁気嵐が観測されている。

この磁気嵐は、Dst Index の最小値が－５７ｎＴ（１５ＵＴ）

とごく弱いものであるにも関わらず、北海道陸別総合観測室

（磁気緯度３６．８度）ではこの時間帯（１２－１７ＵＴ、

２１－０２ＬＴ）に北の空にＳＡＲアーク(Stable Auroral

Red Arc）を観測した。講演では、このような弱い磁気嵐に

も関わらずＳＡＲアークが発生した原因について考察する。

１９９９年５月１０－１１日は太陽風が非常に弱くなり、

Solar Wind Almost Disappeared Event として昨年のAGU Fall

Meeting でも特別セッションが組まれている。この直後、

１２－１３日は逆に太陽風中のイオン密度が１０個以上と非常に

強くなり、弱い磁気嵐が地球上では観測されている。この磁気嵐

は、京都大学ＷＤＣ－Ｃ２による Provisional Dst Index の最小

値が－５７ｎＴ（１５ＵＴ）とごく弱いものであるにも関わら

ず、北海道陸別総合観測室（磁気緯度３６．８度）ではこの

時間帯（１２－１７ＵＴ、２１－０２ＬＴ）に北の空にＳＡＲ

アーク(Stable Auroral Red Arc）を観測した。このアークの

最大光度は見かけで７００Ｒ（６３０ｎｍ）にも達する明るい

ものであった。さらにこのとき、窒素分子イオンからくる

４２７．８ｎｍの弱い発光（～５Ｒ）も初めて観測された。

このような弱い磁気嵐における低緯度オーロラの発生には、

上記磁気圏の履歴が強く関わっている事が考えられる。

講演ではＤＭＳＰ衛星のデータもあわせて、このような弱い

磁気嵐にも関わらずＳＡＲアークが発生した原因について

考察する。


